













































長岡市 114 票  58 票 93 票
村上市 117 票 128 票 98 票

















































長岡市民 59.6％ 1.8％ 25.4％
村上市民 87.2％ 2.6％ 6.8％
湯沢町民 88.0％ 2.2％ 5.4％
その他新潟県内 78.7％ 3.6％ 11.1％







































長岡市民 5.3％ 48.2％ 53.5％
村上市民 6.8％ 41.0％ 47.8％
湯沢町民 12.0％ 43.5％ 55.5％
その他新潟県内 8.3％ 48.8％ 57.1％
関東住民 8.6％ 55.9％ 64.5％
長岡事業所 2.2％ 37.6％ 39.8％






















回収票数：149 票 回収票数：162 票
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　　　　　　　　　　アンケート調査回収結果
　アンケート調査など現場に出ることで学生たちは社会で通用する人間になるために必要な多くのことを学んだと
いう。
②ヒアリング調査における学習効果
　１） 市役所、長岡商工会議所、花火師、大曲商工会議所など多くのところでヒアリング調査をおこなった。ヒア
リング調査ではメモを要領よく取ることや必要な質問をすることの大切さを学んだようだ。
　２） ヒアリング調査で大切なことは前もってヒアリングに関連した知識を蓄えておくことである。そのことの大
切さを学生は学んだ。準備していかないと聞くことが的を射て居らず、帰ってきてあのことを聞いておくべ
きだった、このことも聞かなかったと臍を噛むことになる。そうならないために前もって聞くことを準備す
る必要があることを学生は学んだようだ。
　３） ヒアリング調査で学生は人の話をよく聞くことの大切さを学んだようだ。ヒアリング相手がなにを言おうと
しているのかを、耳を傾けてよく聞くことの大切さを学ぶことができたようだ。言葉面だけを捉えるのでは
なく、相手がいいたいことをきちんと理解するには、相手の立場に立ってよく聞くことが大切であることを
学生は知った。そのことは就職の面接に生かされたという。
　４） ヒアリング調査を上手にやるには、相手がいいたいことを聞いてやることだと教えた。相手が話したいこと
を聞けば相手は乗ってきて話してくれる。それがヒアリングの要諦だと教えたが、なかなかそこまではでき
なかったようだ。しかし友達との会話はそうなのだと思い至って、徐々に相手がいいたいことが何かを考え
るようになった。
③プレゼンテーションにおける学習効果
　１） プレゼンテーションは代表者だけではなく、全員に練習をさせた。そのことを通して自分たちの考えを人に
伝えることの難しさを学んだ。
　２） 優れたプレゼンテーションをするには、分析したレポートから重要な情報だけを抜き出さなければならな
い。伝えるべき情報は何かを考える大切さを学生は学んだ。
　３） プレゼンテーションでは自分が判っているだけでは不十分である。相手が判るように話さなければいいたい
ことを十分に理解してもらえない。相手に理解してもらうにはどういった話し方をすればいいかを学生は学
び、就職活動に活かせたという。
終わりにあたって
　３年間の「学生による地域活性化提案プログラム−政策対応型専門人材の育成−」は学生にとって学ぶことが多
かっただろうが、教員の私の方にとっても学ぶところが多かった。
　私が学んだことの第一は学生は苦境に立つとなんとか自分なりに答を出すということだ。面接アンケート調査が
そのいい例で、ノルマを決められると不平を言いながらでも致し方なくノルマをこなした。彼らはやるっきゃない
ときにはやるという心意気をみせた。
　第二は学生はいざとなると相互に協力し合うということだ。面接アンケート調査でノルマが達成できない学生が
いると、条件のいい場所を教えたり、答えてくれやすい来街者のタイプを教えたりしあっていた。相互協力の姿勢
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を見せたことは私には嬉しいことだった。
　第三は勉強ができるタイプの学生と現場で創意工夫ができるタイプの学生とは別だということだ。勉強ができる
タイプの学生は現場では案外と弱く、アンケート調査の成果を上げることができなかったが、一方勉強はあまりで
きないが現場に強い学生は着々と成果を上げていた。勉強は得意ではないが現場には強く、段取りよく作業を進め
ることができる学生がいたことは私には新しい発見だった。こうした学生は大学を出てから、職場で活躍するよう
になるだろうし、また社会に出て、社会から多くのことを学ぶようになるのだろう。大学でも勉強に秀でた学生だ
けでなく、こうした能力を持つ学生の才能を引き出す教育が必要なのではないかと考えさせられた。
　３年間のプロジェクト参加はかなりの労苦を伴った。教師としては持ち出しという感じがなきにしもあらずであ
る。しかしその間楽しかったことも間違いない。学生と共に考え、行動し、苦労し、成果を作り上げる楽しさは、
彼らの成長を見届ける楽しさでもあった。その楽しさを味わうことができたのだから、教師冥利に尽きる経験がで
きたといっていいだろう。
　「学生による地域活性化提案プログラム−政策対応型専門人材の育成−」に参加した３年間は大変ではあったが、
学生の成長を見ることができたし、地域に貢献できる成果を上げることもできたから、楽しく有意義な３年間であ
ったというのが私の総括である。
